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東北 4県における地域福祉課題の動向について
－平成17・20年の東北の民生委員調査結果から－
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＊ 1岩手県立大学社会福祉学部准教授　＊ 2同大学院社会福祉学研究科後期課程

＊ 3北星学園大学社会福祉学部教授　＊ 4日本福祉大学福祉経営学部准教授

目的　少子高齢化が著しい東北の 4県（青森・秋田・岩手・山形）において，平成17年と平成20年
に民生委員を対象として実施した調査結果に基づき，入所施設の必要性，高齢期になって必要
な小売店，障害者との交流意識を中心に，地域福祉課題の動向を明らかにする。

方法　調査は，平成17・20年ともに質問紙による配票留置法にて各県の民生委員協議会を通じ，各
県の民生委員全員を対象に配布し回収した。また同時に， 4 カ所の地方公共団体にてインタ
ビュー等の関連調査を実施した。

結果　回収率は平成17年が88.5％，平成20年が84.6％であった。調査結果を比較すると，入所施設
の必要性と介護者支援の必要性が高くなってきていた。これについては，インタビュー等関連
調査結果により，高齢者の単独世帯や高齢者夫婦世帯で，要支援要介護状態になる高齢者が増
加していることや，居宅サービスと施設サービスの総合化等，施設を望む声が高いことが確認
された。また，高齢期になって生活に必要な物資の調達のために，コンビニエンスストアの必
要性が高まっている。この理由は，高齢者になって移動が困難になったり，自動車免許証を返
還した後の移動手段が失われていることが理由として考えられた。さらに，障害者の地域移行
が進んでいると考えられたが，むしろ地域においては，障害者との活動面で，交流意識に躊躇
傾向がみられた。

結論　今後，若年世帯との世帯分離が一層進むことが予想されることから，高齢者世帯の増加に伴
い，ますます入所施設の必要性が高くなることが懸念され，これに対する対応のあり方が課題
と思われた。次に高齢者世帯の家族人員の減少により，家事負担が大きくなってきているとこ
ろから，衣食住を含めた総合的な生活支援のあり方が課題と思われた。さらに，障害者の地域
移行の達成のために，地域に密着した活動プログラムのあり方が課題と思われた。これらを踏
まえ，新たな地域の運営システムをデザインする必要があると考えられた。

キーワード　地域福祉課題，パネルデータ，民生委員，東北 4県

Ⅰ　は　じ　め　に

　ここ数年大型の市町村合併が相次ぎ，東北で
も平成の大合併によって市町村数が169減少し，
2009年度末で228市町村となっている1）。この
結果，圏域の広い地方公共団体が数多く誕生し，

行政の窓口が地域住民から遠くなった。その結
果，近年の大きな社会経済の変動は地域社会に
様々なひずみをもたらし，社会福祉の領域では
地域福祉の課題が顕在化している。特に行政と
住民のパイプ役とされる民生委員は，定数の基
準が世帯数とされていることもあり，市町村合
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併が進んだことによって定数が減少し，結果と
して業務の負担が増えている現状にある。
　民生委員は，地域社会の中で住民と生活をと
もにしつつ，日常的にその生活上の相談を受け
る立場にある。地域においては，専門職以上に
多くの生活上の課題を観察し，かつ福祉サービ
スを利用している地域住民の，他人に話せない
悩みなども把握している。そのため，市町村合
併前後の地域住民の生活上の課題の変化や，地
域福祉推進上の課題の変化についても，最もよ
く内容を把握している立場にあると思われる。
そこで地域福祉の課題と方向性を明らかにする
ため，民生委員を対象にパネルデータを収集し
て調査を実施し，その動向を探ることとした。
　本研究では，地域福祉課題の動向についてそ
の内容を明らかにすることを研究の目的とし，
次の 3点の研究課題を設定した。①高齢化が進
行し，高齢者世帯が増加する中で介護者が負担
に耐えられないとする意見が少なくない2）。ま
た高齢者世帯の増加等による見守り活動の必要
性の高まりなどによって，施設入所の必要性が
高まっている点を，関連調査で明らかにする。
②85歳以上の高齢者世帯については，この 3年
間の住民基本台帳人口で5.16倍に増加しており，
中でも高齢者世帯の単身者が目立って増えてい
る。単身の高齢者にあっては，家事などの生活
行為に，大きな困難が生じているとの内閣府の
調査結果も得られている3）。そのため，自宅近
くまで販売に来る巡回販売車の必要性が高く
なっていると思われるので，この点を明らかに
する。③障害者の地域移行についての取り組み
が進んできているところから，関連調査によっ
て地域住民が抱く障害者との交流活動に対する
抵抗意識は，改善されてきている点について明
らかにする。
　上記 3点の設定した研究課題について， 3年
前のデータと併せて比較可能な，青森県，岩手
県，秋田県，山形県の変化の状況について，分
析を行うこととした。

Ⅱ　方　　　法

　調査対象者は，第 1回目が平成16年12月に委
嘱された 4県の民生委員（13,468人）第 2回目
は平成19年12月に委嘱された 4 県の民生委員
（13,382人）への，それぞれ悉皆調査とし，質
問紙による配票留め置き法にて実施した。 調
査時期は，第 1回目が平成17年 7 ～ 9 月とし，
第 2回目が平成20年 6 ～11月とした。調査票の
配布および回収の方法は，各県の民生委員協議
会を通じて各市町村民生委員協議会に配布し，
回収した。調査の項目は，基本属性（性別，年
齢，在任年数），障害者との交流意識（レク
リェーションなど），高齢期に必要な資源（福
祉，商業関係など），今後の地域福祉課題であ
る。これらの項目に関し，東北 4県の動向につ
いて，悉皆調査で得られた結果を比較分析し，
関連調査で得られた結果で具体的な内容を検証
することとした。
　倫理的配慮として，調査を実施するに当たっ
て，日本社会福祉学会研究倫理指針にのっとり，
各協力団体に事前に十分な説明を行い，各県の
民生委員協議会および県社会福祉協議会と文書
を取り交わして実施した。

Ⅲ　結　　　果

　回収結果は，第 1 回目の平成17年調査が
13,468人中11,916人の回答で，回収率は88.5％，
第 2回目の20年調査では13,382人中11,321人で
回収率は84.6％であった（表 1）。平成17年調
査の時点での回収率と比較して，20年調査にお

表 1　各県別民生委員調査回収状況
（単位　人，票，％）

平成17年 平成20年

対象者数 回収数 回収率 対象者数 回収数 回収率

総　数 13 468 11 916 88.5 13 382 11 321 84.6
青森県 3 498 3 156 90.2 3 414 2 776 81.3
岩手県 3 723 3 328 89.4 3 689 3 241 87.9
秋田県 3 346 2 950 88.2 3 372 2 840 84.2
山形県 2 901 2 482 85.6 2 907 2 464 84.8
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いては，若干回収率が落ちているものの，いず
れも80％以上の高い回収率となった。

（ 1）　民生委員の委嘱状況
　表 2は，在任年数別回答内訳である。回答の
あった民生委員の構成としては， 3年未満の新
人の民生委員の占める比率が高くなってきてお
り，特に山形県はこの 2 回で全民生委員の約
70％弱が 2期以内の民生委員である。岩手県も
山形県に近い傾向を示している。この両県は，
年代別で新人が60歳代に占める割合が高い結果
となった。

（ 2）　施設入所の必要性に関する意識の動向
　施設入所の必要性が高まっていることを検証
するため，民生委員の担当地区別の課題を確認
した結果が表 3である。平成17年と20年の大き
な違いは，緊急通報システムの必要性が相対的

に低下し，代わって福祉施設，介護者支援の必
要性に関する意識が高くなったことである。

（ 3）　高齢期に必要な小売店の必要性
　少子高齢化と併せて高齢者世帯が増えている
のに対し，山村部や過疎地域において日用品な
どを販売する小売店が次々と店じまいをするこ
とに伴って，高齢者が食材や日用雑貨などを購
入することが困難となってきている。表 4をみ
ると，すべてスーパーマーケットの必要性が低
下してきている一方で，コンビニエンスストア
の必要性の値が伸びている結果となった。

（ 4）　障害者との交流の意識
　障害者の地域移行の取り組みにより，交流意
識は改善していると思われたが，結果は表 5の
とおりとなった。調査結果をみると，障害者に
対する交流や共同作業において，「できる」と

表 2　在任年数別回答内訳
（単位　％）

3年未満 3年以上～
6年未満 6～ 9未満 9～12未満 12～15未満 15年以上

青森県
　20年 28.2 22.2 17.0 13.7 8.3 10.7
　17 26.3 23.3 17.1 13.3 6.8 13.2
岩手県
　20年 36.3 25.1 15.6 10.8 5.6 6.5
　17 33.6 24.2 17.9 11.4 4.9 7.9
秋田県
　20年 27.5 21.8 18.7 12.4 8.5 11.1
　17 25.6 24.4 16.2 13.2 8.1 12.4
山形県
　20年 36.1 31.1 17.9 7.8 4.1 3.1
　17 39.2 28.6 15.7 8.7 3.9 3.9

表 3　民生委員の担当区域における福祉資源整備の必要性
（単位　％）

福祉施設 緊急通報
システム 介護者支援 子育て支援 その他

青森県
　20年 20.0 28.8 30.3 6.3 14.6
　17 13.5 39.3 22.8 4.0 20.4
岩手県
　20年 16.8 36.1 30.7 6.1 10.3
　17 11.3 39.9 24.8 4.1 19.9
秋田県
　20年 15.4 33.3 31.3 7.0 13.0
　17 10.5 39.7 28.2 3.0 18.6
山形県
　20年 15.5 30.3 32.6 8.3 13.3
　17 10.3 34.2 28.8 5.2 21.5

表 4　高齢者が近くに欲しい店
（単位　％）

コンビニ
エンスストア

スーパー
マーケット

生鮮料品など
の巡回販売車 その他

青森県
　20年 13.5 53.0 14.0 19.5
　17 7.6 60.7 13.3 18.4
岩手県
　20年 15.4 48.1 16.3 20.2
　17 9.9 53.3 16.0 20.8
秋田県
　20年 13.8 50.7 17.2 18.3
　17 9.1 56.1 15.4 19.4
山形県
　20年 13.0 51.5 14.7 20.8
　17 9.1 56.8 13.5 20.6

表 5　障害者（知的）との交流や共同作業の意識
（単位　％）

できる
なじんだ
障害者な
らできる

友人と一
緒ならで
きる

なんとも
いえない

なかなか
近づけない

でき
ない

青森県
　20年 14.9 24.6 11.9 38.7 7.5 2.4
　17 13.6 27.7 14.4 28.1 12.3 3.9
岩手県
　20年 15.9 25.5 9.8 40.6 6.2 2.1
　17 14.8 29.3 15.4 28.4 9.4 2.8
秋田県
　20年 14.8 25.7 11.3 38.0 7.6 2.7
　17 13.8 28.2 14.2 29.4 11.5 2.9
山形県
　20年 13.3 23.7 11.7 38.5 8.9 3.9
　17 13.5 25.4 15.3 30.1 12.3 3.4
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いう回答は横ばいであるのに対し，「なんとも
いえない」という回答が増えた。しかし「なか
なか近づけない」や「できない」という回答は，
必ずしも高くなったわけではないので，躊躇傾
向がみられる。

Ⅳ　考　　　察

　民生委員の委嘱状況について特徴的だったの
は，平成17年から20年の調査において，山形県
の全民生委員の約70％弱が 2期以内の民生委員
であった点である。岩手県も山形県に近い傾向
を示している。この両県は，年代別で新人が60
歳代に占める割合が高い。この結果については，
民生委員協議会の事務担当者から，定年退職者
に新規の委員が委嘱されている結果とのインタ
ビュー結果が得られている。ただし，各設問別
に回答結果を集計した段階において，各県別に
在任年数（経験年数）による有意差は認められ
なかった。このことは，委嘱されている民生委
員は，民生委員に着任する以前から地域福祉に
関して一定の意見や認識を有している事を意味
し，民生委員として相応しい方が委嘱されてい
ることの証左と思われる。

（ 1）　施設入所の必要性に関する意識の動向
　世帯分離が進み，高齢者世帯が増加し，この
中で要支援・要介護状態になる人が増え，施設
入所の必要性が高まった。このことについて，
関連調査として2008年に奥州市において民生委
員調査の裏付け調査を800人に対して実施した
ところ，介護者が心身の負担に耐えられないと
する見方が42％を占める結果が得られた。また
この調査において，居宅サービスが24時間でな
いことを理由に挙げる意見も少なくなく，単身
高齢者世帯の増加を上げる声もあり4），男女別
に有意な差がみられた。この傾向は年代別でも
確認され，このことはまた，若年者の介護者は
老親介護であることが多く，高齢者の介護者の
場合は，配偶者を介護している事例が多いこと
が反映しているものと思われる。なお，この調
査と併行して介護家族へのインタビュー調査を

実施した。介護家族の会には，一般的に老親介
護の経験者が多く集まる傾向がみられる結果が
得られている。配偶者を介護している人は，比
較的他との交流を持つことが少なく，一方で親
の介護をしている人は，介護負担の軽減を求め
てサービスの利用やカタルシス（吐露）の場を
求めている傾向がある点も，インタビューで明
らかになった。なお，介護者や要介護者の在宅
生活に限界を見いだしていることを指摘してい
るのは，濱島や宮川の研究があり，介護負担の
ゆえに，生活行動の調整ができていないことが
一層の負担感を助長しているとしている5）。
　なお，この状況で懸念される点は，高齢者世
帯の増加傾向と併せて，世帯分離も進んでいる
今日，今後一層深刻になることが予想されると
いうことである。それはまた，すべての地域で
見守り活動の必要性の値が 4県ともに高くなっ
ている点にも反映している。平成17年の値から
20年への値として，青森県は19％→30％，岩手
県 は，26.4 ％ →33.2 ％， 秋 田 県 は23.4 ％
→35.6％，山形県は，24.3％→33.1％という結
果であった。なお，見守り活動を重視する理由
の中に，自死予防効果を期待する要素が含まれ
ている。このことは東北の中でも他の宮城県や
福島県などの，民生委員や社会福祉協議会の担
当者の認識で違いがみられている。これとは別
に，「未届有料老人ホーム」が地方都市にも多
く見受けられるようになってきているところか
ら6），今後は介護保険制度の被保険者であって
保険料を納入しているにもかかわらず，介護保
険制度外の介護サービスを，全額自己負担で利
用する高齢者が増加するという事態も予想され，
課題としては大きいと思われる。ところで見守
り活動に関しては，近年全国的に傾聴ボラン
ティアが普及してきているところで，地域社会
での支え合いを奨励し，高齢者の社会的孤立の
解消を図ろうとする取り組みが展開されてきて
いる。これは，希薄になりつつある地域社会の
人間関係を補う活動の展開を期待し，コミュニ
ティの再生をねらいとするもので，さらにまた
一方で増加傾向にある万引きなど，高齢者の犯
罪予防にも効果が期待される取り組みとして注
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目されてきている7）8）。

（ 2）　高齢期に必要な小売店の必要意識
　身体的機能が低下した単身高齢者にあっては，
日常的な買い物や家事，各種契約行為や地域で
の役割など，日常生活を営むこと自体，大きな
困難に直面することが少なくない。にもかかわ
らず生活必需品を販売しているスーパーマー
ケットの必要性が低下しているのは，品数は多
いとはいえ，商品は家族向けに販売されており，
高齢者世帯や単身世帯の人びとにとって過大な
買い物になってしまうことが理由として挙げら
れる。そのため，平成17年調査以上に，単身者
用に販売を行っているコンビニエンスストアが
伸びたと思われる。一方，巡回販売車が思った
ほどに平成17年調査から伸びていない理由は，
一つに時間や曜日が限定されること，二つに品
数が限定されることがあげられる。これに加え
て東北や北海道においては，福祉のまちづくり
の課題として，「冬の生活の支援」が大きい。
冬の期間には，寒気や雪に閉じこめられて，生
活必需品の調達に支障をきたしている地域住民
も多く，除雪はもちろんであるが，自家用車の
免許証を返還した後の移動手段の確保は，とり
わけ冬の期間の大きな課題となっている。こう
した冬の生活の支援が課題となるのは，北日本
の特徴である。生活保護費における「冬季加算」，
公務員給与の「寒冷地加算」など，北日本で生
活する際に冬の備えは，通常の生活とは違った
負担が伴うことを意味している。公共建築物で
も，寒冷地仕様は違ったものとなっており，制
度上も寒冷地の基盤整備や生活条件に対しては，
一定の配慮がなされている。なお，「冬の生活
の支援」に対する民生委員からの必要性の意見
は，対話訪問を兼ねた「見守り活動」に次いで
高く，第 2位となっており，ここでも「傾聴ボ
ランティア」の必要性が確認できる。
　なお，ここで問題なのは，現在生活している圏
域内で生活必需品の確保が様々な理由により困
難になるため，人びとが他圏域に転居してしま
うことによって，ますます過疎化が加速すると
いうことである。近年提唱されている「新たな

支え合い」の活動の支援に向けた取り組みを展
開するにしても，住民自身が活動の主体となら
なければならない点を軸に考えると，地域差の
課題は大きい。地方であればあるほど，地域住民
の，日常生活を継続するための機能を総合した
生活支援策や居住環境の整備が必要と思われる。

（ 3）　障害者との交流の意識
　障害者との交流の意識が伸びない結果に至っ
た理由として，2009年に障害者のコーディネイ
ター等関係者に対するインタビュー調査を実施
した結果から，以下のことが考えられる。第一
にこれらの活動が当事者と支援団体における活
動としては展開されているとしても，地域住民
や民生委員，ひいては市町村の社会福祉協議会
と協働で事業展開するという広がりが未だ少な
いという指摘が多い。この指摘は，民生委員の
立場からは「障害者関係団体の方々と当事者や
その家族だけで活動しているので，ともに地域
住民との活動を行うように呼びかけてもなかな
か参加を得るのが難しい」との声が強い。その
一方で障害者関係団体からは，「地域活動する
ときに障害者が参加しやすい活動内容にできる
ような話し合いができない，参加したとしても，
参加できる程度の障害者に活動内容が限定され
ている」という指摘がなされ，活動を地域に広
げていくのは簡単ではない。
　第二に，障害者支援機関の側からすると，民
生委員が障害者関係団体のこうした活動をどこ
まで理解できているのかという指摘がされる一
方で，地域で活動している側からの，活動が当
事者と関係者間のみで終始し，支援に加わりた
くても加われないという民生委員や社会福祉協
議会関係者の声が少なからず聞かれるところで
ある。「なかなか近づけない」や「できない」
という声が高くなったわけではないので，「な
んともいえない」という声の比率が高くなった
理由は，偏見によるものではなく，協働して取
り組むための環境や体制作りの課題が顕在化し
てきたものと思われる。ここから，行政の地域
福祉計画や社会福祉協議会の地域福祉活動計画
に関し，いかに協働の仕組みを地域に構築して
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いくかという課題が浮き彫りになったものと思
われる。
　第三に民生委員の活動が市町村と一体となっ
た形で展開されている一方で，障害者相談員の
活動は，必ずしも地域で活動を支えていくよう
な仕組みにはなっていないことも課題といえよ
う。そのためにも，地域福祉活動の展開のあり
方や，その活動プログラムのあり方が問われて
くると思われる。

Ⅴ　結　　　論

　高齢者世帯が増加する中で，ひとり暮らし高
齢者や介護負担に耐えられない高齢の家族介護
者が増加していることから，施設入所希望者が
増加してきていることが明らかになった。今後
一層入所施設の必要性が高くなることが予想さ
れ，高齢者の居住環境も含めた新たな対応が課
題と思われた。
　単身者向けの手軽な商品を手がけている点か
ら，高齢者の生活にはコンビニエンスストアの
必要性が高まっていることが明らかになった。
高齢者の今後の生活を安心できるものにするた
めには，家族人員の減少により，家事負担が大
きくなってきている点や地理的条件も考慮に入
れつつ，総合的な生活支援のあり方が課題と思
われた。
　障害者の地域移行の取り組みが始まったばか
りで，活動が地域住民の理解にまで広がってい
ない点が明らかになった。障害者の地域移行の
達成のために，活動プログラムのあり方が課題
と思われた。
　急速に少子高齢化が進行する東北にあっては，
過疎化と人口減少が同時に進む中に，高齢者や
障害者が生活している状況にある。そうした中
で生活を維持するための社会資源が減少し，生
活上の課題が顕在化してきている。総合的にみ
て，様々な点で生活支援の必要性が高くなって
きていると思われた。その中でも，入所施設の
必要性の高まりは，現実的には要支援・要介護
者のために介護保険だけで対応できない状況に
至っているところから，放置しておくと社会保

障制度の信頼を揺るがしかねない事態が懸念さ
れる。また，地域内の人口構造や居住形態など
を十分踏まえ，「新たな支え合い」のあり方に
ついて，居住環境のあり方も含めて時間をかけ
て取り組むことが望まれる。
　平成の大合併が注目を集めた中で，地方分権
の観点から住民自治と団体自治に基づく新たな
展開が，ガバナンス（統治）として求められて
いる。このことを踏まえ今後は，いかに将来の
地域のグランドデザインを，住民自身の手で描
くことができるかが問われていると思われる9）。
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